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スウェ
嵐
､§
二
曲
〈
図
出
フィンランド大公国時代の地図
拙著『物語フインランドの歴史一「バルト海の
乙女」の八○○年」 （中公新書、二○一八年)、
五四頁に加筆。
キ
リ
ル
（
エ
リ
ク
）
・
ラ
ク
ス
マ
ン
は
以
上
の
よ
う
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
領
か
ら
ロ
シ
ア
領
に
移
っ
た
地
域
出
身
で
、
か
つ
ロ
シ
ア
帝
国
で
活
躍
し
た
人
物
で
あ
っ
た
の
で
正
確
を
期
す
と
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
領
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
出
身
」
と
い
う
表
記
に
な
る
。
た
だ
し
、
彼
を
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
」
と
し
て
、
大
黒
屋
光
太
夫
と
の
接
点
を
日
本
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
交
流
史
の
一
環
と
み
な
す
動
き
が
見
ら
れ
る
。
二
○
一
九
年
は
日
本
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
外
交
関
係
樹
46
皆川氏書評へのリプライ
以
上
の
よ
う
に
交
渉
は
失
敗
し
、
ロ
シ
ア
と
日
本
の
経
済
的
交
流
は
果
た
せ
な
か
っ
た
も
の
の
、
大
黒
屋
光
太
夫
と
磯
吉
は
江
戸
に
渡
り
、
ロ
シ
ア
滞
在
中
の
情
報
を
伝
え
る
役
割
を
果
た
し
た
。
杉
田
玄
白
ら
と
翻
訳
し
た
「
解
体
新
書
」
（
一
七
七
四
（
安
永
三
）
年
）
で
知
ら
れ
る
蘭
学
者
の
桂
川
甫
周
が
編
纂
し
た
『
北
嵯
聞
略
』
（
一
七
九
四
（
寛
政
六
）
年
）
は
大
黒
屋
光
太
夫
の
ロ
シ
ア
で
の
見
聞
Ｍ
）
が
記
録
さ
れ
た
も
の
で
、
政
府
に
と
っ
て
貴
重
な
情
報
源
と
な
っ
た
。
ま
た
、
来
日
中
の
ア
ダ
ム
・
ラ
ク
ス
マ
ン
ら
が
日
本
人
に
与
え
《
鴫
》
た
影
響
も
あ
っ
た
。
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
は
ラ
ク
ス
マ
ン
ら
使
節
団
の
成
果
に
満
足
し
、
二
年
後
に
新
た
な
使
節
団
の
派
遣
を
計
画
し
て
い
た
が
、
一
七
九
六
年
に
エ
リ
ク
・
ラ
ク
ス
マ
ン
お
よ
び
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
が
亡
く
な
っ
た
た
め
に
実
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
た
が
、
一
言
っ
て
差
し
支
え
な
い
。
陸
軍
将
校
で
あ
っ
た
ア
ダ
ム
は
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
の
命
を
受
け
て
遣
日
使
節
と
し
て
、
大
黒
屋
光
太
夫
ら
三
名
の
漂
流
民
に
同
行
し
、
’
七
九
二
（
寛
政
四
）
年
九
月
、
根
室
に
到
着
し
た
。
こ
の
遣
日
使
節
の
目
的
は
彼
ら
の
送
還
と
日
本
と
の
通
商
で
あ
っ
た
。
松
前
藩
の
城
下
町
で
あ
る
松
前
で
江
戸
幕
府
目
付
石
川
忠
房
と
会
見
し
た
が
、
交
渉
は
実
を
結
ぶ
事
は
な
か
っ
た
。
ア
ダ
ム
は
長
崎
へ
の
入
港
許
可
証
を
手
に
し
た
も
の
の
、
長
崎
に
は
寄
ら
ず
一
七
九
三
（
寛
政
五
）
年
七
月
に
出
立
し
、
ロ
シ
ア
以
上
の
よ
う
な
両
国
の
交
流
に
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
は
直
接
関
わ
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
領
で
あ
り
、
後
に
ロ
シ
ア
領
と
な
っ
た
サ
ヴ
ォ
ン
リ
ン
ナ
（
現
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
地
域
）
出
身
の
キ
リ
ル
（
エ
リ
ク
）
・
ラ
ク
ス
マ
ン
と
そ
の
息
子
ア
ダ
ム
・
ラ
ク
ス
マ
ン
の
二
人
の
ラ
ク
ス
マ
ン
と
の
出
会
い
が
、
大
黒
屋
光
太
夫
の
帰
国
を
実
現
さ
せ
た
。
偶
発
的
な
交
流
、
す
な
わ
ち
点
と
点
と
の
交
流
が
後
の
大
き
な
交
流
に
つ
な
が
っ
た
事
例
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
一
脇
〉
か
つ
た
と
い
う
。
に
戻
っ
た
Ⅷ
47
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
日
本
美
術
へ
の
関
心
は
日
本
美
術
品
が
展
示
さ
れ
た
パ
リ
万
博
以
前
、
す
な
わ
ち
開
国
以
前
か
ら
一
部
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
間
で
共
有
さ
れ
て
い
た
。
特
に
陶
磁
器
や
漆
器
は
輸
出
品
の
花
形
で
あ
り
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
「
火
付
け
役
」
と
な
っ
た
浮
世
絵
は
「
後
発
」
で
あ
っ
た
。
一
八
五
三
年
の
ペ
リ
ー
来
航
を
契
機
に
開
国
し
た
日
本
に
来
日
し
た
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
《
鋤
》
の
外
交
官
、
美
術
収
集
家
ら
に
よ
っ
て
日
本
美
術
工
芸
品
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
流
出
し
て
い
っ
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
た
。
日
本
の
美
術
工
芸
品
、
と
り
わ
け
浮
世
絵
は
モ
ネ
、
ゴ
ッ
ホ
、
マ
ネ
な
ど
ョ
１
ロ
ッ
パ
の
芸
術
家
た
ち
を
魅
了
し
、
彼
ら
の
作
品
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
日
本
美
術
の
流
行
、
す
な
わ
ち
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
波
は
北
欧
に
ま
で
達
し
た
。
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
が
北
欧
で
広
く
流
行
し
た
一
九
世
紀
後
半
、
北
欧
の
芸
術
家
た
ち
へ
の
影
響
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
、
二
○
一
六
年
に
出
版
さ
れ
た
展
覧
会
の
図
録
で
も
あ
り
研
究
論
文
集
で
も
あ
る
冒
冒
ミ
ニ
昏
苫
ミ
ミ
罫
区
ご
貝
詩
（
脚
一
一
を
述
べ
た
。
本
コ
ラ
ム
で
は
一
八
六
七
年
四
月
か
ら
開
催
さ
れ
た
パ
リ
万
国
博
覧
会
、
通
称
「
万
博
」
に
「
日
本
」
が
初
め
て
正
式
に
参
加
し
た
出
来
事
を
取
り
上
げ
た
。
本
コ
ラ
ム
で
は
以
下
の
二
点
を
意
識
し
て
執
筆
し
た
。
一
点
目
は
同
年
二
月
に
は
大
政
奉
還
が
な
さ
れ
る
と
い
う
幕
末
期
に
、
パ
リ
万
博
に
参
加
し
た
「
日
本
」
の
実
態
に
つ
い
て
言
及
し
た
点
で
あ
る
。
江
戸
幕
府
、
薩
摩
藩
、
佐
賀
藩
、
そ
し
て
一
般
の
商
人
が
参
加
す
る
な
か
で
、
薩
摩
藩
が
あ
た
か
も
独
立
国
の
よ
う
に
幕
府
と
は
別
に
出
品
し
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
、
す
な
わ
ち
、
海
外
の
文
化
外
交
の
場
に
お
い
て
国
内
の
対
立
が
露
わ
に
な
っ
た
点
を
寺
本
敬
子
の
研
究
（
二
○
一
七
）
を
基
に
記
述
し
（
肥
・
》た
。
二
点
目
は
、
こ
の
パ
リ
万
博
が
ジ
ャ
ポ
ネ
ズ
リ
ー
、
さ
ら
に
は
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
流
行
の
大
き
な
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
点
一
手
１
一
一
夕
０
宰
二
コ
ラ
ム
五
’
一
コ
八
六
七
年
の
パ
リ
万
博
と
日
本
」
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北
欧
に
お
い
て
日
本
美
術
が
認
識
さ
れ
る
の
は
は
う
ラ
ン
ス
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
央
部
よ
り
は
遅
か
っ
た
が
、
一
八
八
○
年
代
に
始
ま
り
、
次
第
に
広
く
愛
好
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
過
程
に
は
大
き
く
分
け
て
三
種
類
の
受
容
経
路
が
見
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
北
欧
の
芸
術
家
あ
る
い
は
美
術
収
集
家
が
す
で
に
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
が
流
行
し
て
い
た
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
諸
国
に
滞
在
し
た
時
に
展
示
会
や
店
な
ど
で
直
接
日
本
美
術
工
芸
品
を
目
に
し
、
そ
の
魅
力
を
本
国
に
伝
え
た
事
例
で
あ
る
。
一
八
八
○
年
代
に
は
北
欧
の
芸
術
家
ら
が
、
国
か
ら
奨
学
金
を
受
給
し
て
パ
リ
や
ウ
ィ
ー
ン
な
ど
に
留
学
す
る
こ
と
が
多
々
見
ら
れ
る
。
彼
ら
は
現
地
で
最
新
の
ョ
１
ロ
ッ
パ
の
美
術
の
流
行
を
目
の
当
た
り
に
す
る
過
程
で
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
に
も
触
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
ら
は
日
本
美
術
工
芸
品
に
魅
せ
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
代
表
す
る
画
家
ア
ク
セ
リ
・
ガ
ッ
レ
ン
Ⅱ
カ
ッ
レ
ラ
（
シ
爾
呂
の
農
ｇ
‐
【
巴
行
画
一
鄭
》
一
八
六
五
～
一
九
三
二
は
、
日
本
美
術
の
愛
好
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
彼
は
一
八
八
四
年
か
ら
八
九
年
に
か
け
て
何
度
〈
割
）
も
パ
リ
に
滞
在
し
て
お
り
、
通
っ
て
い
た
美
術
学
校
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
で
浮
世
絵
の
技
法
を
学
ん
だ
と
い
う
。
後
述
す
る
が
、
ガ
ッ
レ
ン
Ⅱ
カ
ッ
レ
ラ
の
よ
う
な
芸
術
家
は
、
後
に
浮
世
絵
な
ど
に
影
響
を
受
け
た
作
品
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
ガ
ッ
レ
ン
Ⅱ
カ
ッ
レ
ラ
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
画
家
エ
ド
ヴ
ァ
ル
ド
・
ム
ン
ク
白
身
四
ａ
冨
匡
ご
ｇ
一
八
六
二
～
一
九
四
四
）
な
ど
一
八
八
○
年
代
に
パ
リ
に
留
学
し
た
北
欧
の
芸
術
家
は
一
八
六
○
年
代
か
ら
す
で
に
起
こ
っ
て
い
た
ジ
ャ
ポ
’
一
ス
ム
の
流
行
を
伝
聞
で
（
鋼
）
し
か
知
ら
な
く
、
直
接
体
験
は
し
て
い
な
い
。
北
欧
の
芸
術
家
が
留
学
先
に
選
ん
だ
パ
リ
や
ウ
ィ
ー
ン
で
は
、
上
述
し
た
万
国
博
覧
会
が
日
本
美
術
の
普
及
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
っ
た
。
コ
ラ
ム
で
取
り
上
げ
た
一
八
六
七
年
の
パ
リ
万
博
に
は
明
治
維
新
直
前
の
「
日
本
」
が
参
加
し
た
が
、
明
治
維
新
以
降
、
新
政
府
が
万
博
に
参
加
し
て
い
く
。
一
八
七
三
年
に
開
催
さ
れ
た
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
に
日
本
政
府
は
海
外
の
工
業
技
術
の
習
○
ミ
ミ
戴
虜
憎
叱
別
や
』
℃
目
叱
を
参
老
（
型
一
「
学
び
」
の
事
例
を
提
供
し
た
い
。
（
劃
憎
酬
山
℃
国
を
参
考
に
、
日
本
美
術
の
北
欧
へ
の
影
響
と
つ
な
が
り
に
つ
い
て
補
足
し
、
文
化
交
流
の
一
例
に
つ
い
て
49
（
妬
）
得
を
目
的
に
参
加
し
た
が
、
現
地
で
は
日
本
美
術
工
芸
品
が
展
示
さ
れ
、
好
評
を
得
た
。
一
八
七
六
年
に
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
（
”
）
フ
ィ
ア
で
開
催
さ
れ
た
万
博
に
も
ウ
ィ
ー
ン
で
好
評
だ
っ
た
陶
磁
器
が
展
示
、
販
売
さ
れ
る
な
ど
、
海
外
で
の
日
本
美
術
工
芸
品
の
評
判
は
世
界
各
地
で
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
海
外
に
お
い
て
展
示
さ
れ
た
日
本
美
術
工
芸
品
が
北
欧
の
芸
術
家
そ
し
て
美
術
収
集
家
の
目
に
留
ま
っ
た
こ
と
は
不
思
議
で
は
な
い
。
一
八
七
○
年
代
に
は
パ
リ
だ
け
で
は
な
く
北
欧
の
百
貨
店
で
も
日
本
の
陶
磁
器
、
着
物
、
扇
子
な
ど
が
入
手
可
能
に
な
り
、
愛
好
家
や
芸
術
家
た
ち
は
パ
リ
に
行
か
な
く
て
も
自
宅
も
し
く
は
ア
ト
リ
エ
を
日
本
美
（
鵠
）
術
で
装
飾
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
し
い
が
、
パ
リ
で
の
品
揃
え
は
北
欧
の
よ
り
も
充
実
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
二
つ
目
は
日
本
美
術
に
す
で
に
影
響
を
受
け
た
海
外
の
画
家
が
北
欧
に
滞
在
し
た
際
に
そ
の
魅
力
を
伝
え
た
事
例
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
ラ
・
ジ
ャ
ポ
ネ
ー
ズ
」
（
一
八
七
六
年
作
）
と
い
っ
た
作
品
か
ら
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
に
影
響
を
受
け
た
と
知
ら
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
（
Ｑ
呂
号
三
目
ｇ
一
八
四
○
～
一
九
二
六
）
は
、
一
八
九
五
年
二
月
か
ら
翌
年
の
三
月
ま
で
に
継
子
を
訪
ね
て
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
滞
在
し
た
。
そ
こ
で
、
モ
ネ
は
、
富
士
山
に
似
て
い
る
コ
ル
ソ
ー
ス
山
負
鳥
獣
）
を
様
々
な
角
度
か
ら
描
写
し
た
。
ウ
ェ
イ
ズ
バ
ー
グ
に
よ
る
と
、
日
本
で
葛
飾
北
斎
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
画
家
が
富
士
山
を
描
い
て
い
る
の
に
影
響
を
受
け
た
（
型
》
故
だ
と
い
う
。
継
子
は
公
的
な
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
を
し
な
い
よ
う
に
し
た
も
の
の
、
モ
ネ
は
複
数
の
新
聞
取
材
を
受
け
る
な
ど
、
こ
（
鋤
一
の
時
期
に
す
で
に
著
名
で
あ
っ
た
モ
ネ
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
滞
在
が
北
欧
に
与
え
た
影
響
は
大
き
か
っ
た
。
同
じ
く
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
影
響
を
受
け
た
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
ポ
ー
ル
・
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
令
画
巳
忠
匡
四
目
一
八
四
八
～
一
九
○
三
）
も
北
欧
と
の
繋
が
り
が
あ
っ
た
。
彼
の
妻
の
家
族
が
デ
ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ピ
エ
ト
ロ
・
ク
ロ
ー
ン
（
型
輿
ｇ
【
ｇ
言
）
と
親
交
が
あ
っ
た
。
ク
ロ
ー
ン
も
ま
た
日
本
美
術
の
愛
好
家
で
あ
っ
た3
○
三
つ
目
は
日
本
美
術
の
展
覧
会
が
北
欧
で
開
催
さ
れ
、
そ
こ
で
日
本
美
術
工
芸
品
に
出
会
っ
た
事
例
で
あ
る
。
一
八
七
四
年
に
ヘ
ル
50
皆川氏書評へのリプライ
ロ
）
と
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
を
ｗ
だ
っ
た
の
で
、
最
後
の
巡
回
皿
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
複
数
の
経
路
か
ら
日
本
美
術
工
芸
品
が
北
欧
に
紹
介
さ
れ
、
そ
の
魅
力
に
は
ま
っ
た
芸
術
家
た
ち
の
作
品
に
は
日
本
美
術
の
影
響
が
見
出
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
陶
磁
器
会
社
ロ
イ
ヤ
ル
・
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
り
、
一
八
八
四
年
か
ら
ア
ー
ト
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
た
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ク
ロ
ッ
グ
（
シ
目
○
国
尻
馬
侭
一
八
五
六
～
一
九
三
二
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
八
八
七
年
に
花
を
背
と
し
た
水
の
中
の
鯉
が
底
に
描
か
れ
た
花
瓶
を
発
表
し
た
。
こ
の
よ
う
な
水
の
中
の
鯉
や
急
流
の
中
の
し
た
。
こ
の
よ
シ
ン
キ
に
開
館
し
た
応
用
美
術
館
に
は
、
中
国
美
術
工
芸
品
と
と
も
に
日
本
美
術
工
芸
品
が
展
示
さ
れ
た
。
一
八
八
六
年
に
は
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
カ
ー
ル
・
マ
ッ
ド
セ
ン
負
且
言
且
器
ロ
）
と
デ
ン
マ
ー
ク
産
業
連
合
に
よ
る
日
本
及
び
中
国
応
用
美
術
の
展
示
会
が
（
蛇
）
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
八
九
七
年
九
月
に
ヘ
ル
シ
ン
キ
の
ウ
ェ
ン
ゼ
ル
・
ヘ
ー
ゲ
ル
ス
タ
ム
（
言
自
国
里
国
侭
①
毎
国
且
の
ア
ー
ト
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
初
の
公
的
な
日
本
の
浮
世
絵
の
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
展
覧
会
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ア
（
現
オ
ス
ｇ
と
ス
ト
ッ
ク
巡
回
し
た
も
の
で
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
は
最
後
の
巡
回
地
で
あ
っ
た
。
ま
た
展
示
さ
れ
た
全
て
の
絵
が
売
り
物
（
羽
）
、
最
後
の
巡
回
地
の
へ
ル
シ
ン
キ
で
は
展
示
す
る
絵
が
少
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
だ
け
浮
世
絵
は
北
欧
の
人
び
と
を
魅
了
し
鍵一
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
図三一八八五年に発表されたグ
ロッグの花瓶
出典：GabrielP・Weisberg, "Connecting
withJapan: thetransmission"
inWeisberg, Bonsdorff&
Selkokari,".c".,p.67.
鯉
、
富
士
山
な
ど
は
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
基
本
的
な
モ
チ
ー
フ
で
あ
っ
た
。
彼
の
作
品
は
一
八
八
九
年
（
弘
）
の
パ
リ
万
博
で
展
示
さ
れ
、
好
評
を
得
た
。
こ
の
よ
う
な
一
連
の
ロ
イ
ヤ
ル
・
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
成
功
は
隣
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
陶
磁
器
会
社
ロ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
の
改
革
を
後
押
し
し
た
。
一
八
八
八
年
に
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
の
51
蕊
図四アクセリ・ガッレラーカレッラ《サンポ
の防衛》一八九六年。
出典:GabrielP.Weisberg,℃onnectlngwithJapan：
theTransmission'' inWeisberg,vonBonsdorif
&Selkokari,".c".,p,69
た
め
に
雇
わ
れ
た
画
家
ア
ル
フ
・
ワ
ラ
ン
ダ
ー
（
ン
罵
言
巴
両
目
閂
一
八
六
二
～
一
九
一
四
）
は
日
本
美
術
に
影
響
を
受
け
た
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ロ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
は
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
の
一
流
の
陶
磁
器
会
社
と
競
合
す
る
ま
で
に
成
長
し
、
数
々
の
日
本
美
術
に
影
響
を
受
け
た
製
品
を
発
表
し
て
い
っ
た
。
ワ
ラ
ン
ダ
ー
の
監
督
下
で
ロ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
は
ョ
－
ロ
ッ
パ
各
地
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
で
評
判
を
呼
び
、
一
九
○
○
年
の
パ
（
弱
）
リ
万
博
で
も
国
際
的
な
名
声
を
得
た
。
荒
屋
鋪
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
流
行
が
（
弱
）
ピ
ー
ク
に
達
し
た
時
期
は
北
欧
絵
画
の
黄
金
期
と
重
な
っ
て
お
り
、
ま
た
図五歌川国芳《耀武八景・石橋山秋月》
一八四三～四七年（天保一四年～弘化
四年)。
出典：Anna-MariavonBonsdorf, “FromBlade
ofGrasstoSacredWilderness:Changing
theConceptofNature"， inWeisberg， von
Bonsdorff&Selkokari,".c".,p.236.
北
欧
で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
高
揚
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
一
八
○
九
年
か
ら
ロ
シ
ア
統
治
下
に
置
か
れ
て
い
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
も
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
高
揚
し
、
そ
の
潮
流
は
芸
術
運
動
カ
レ
リ
ア
ニ
ズ
ム
に
つ
な
が
っ
て
行
っ
た
。
カ
レ
リ
ア
ニ
ズ
ム
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
は
、
一
八
三
五
年
に
編
蟇
、
一
八
四
九
年
に
再
編
蟇
さ
れ
た
『
カ
レ
ワ
ラ
含
冒
奇
昌
こ
」
で
あ
っ
た
。
同
耆
は
フ
ィ
ン
ラ
くう
ノニ
皆川氏書評へのリプライ
韓
呵
詔
騨
鵠
串
輯
率
韓
酎
：
鴬
図六長谷川光信『倭繪英雄鏡』下巻、一七五一年（宝暦元年)。
出典：GabrielP・Weisberg, "ConnectingwithJapan:theTransmission" inWeisberg,vonBonsdorff&Selkokari
".c".,p.73.
出典では一七九○年と記載されているが、同書は一七五一年に刊行されている。
ン
ド
語
の
口
承
詩
を
文
字
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
統
治
以
前
の
六
○
○
年
以
上
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
統
治
さ
れ
た
状
況
ゆ
え
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
が
公
用
語
と
な
っ
て
い
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
興
隆
す
る
な
か
、
一
八
八
○
年
代
に
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
を
中
心
と
し
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
中
心
的
存
在
に
な
っ
て
い
た
。
芸
術
運
動
カ
レ
リ
ァ
ニ
ズ
ム
で
は
、
芸
術
家
た
ち
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
民
族
文
化
「
揺
藍
の
地
」
、
す
な
わ
ち
『
カ
レ
ワ
ラ
」
の
原
詩
を
多
く
採
集
し
た
地
で
あ
る
カ
レ
リ
ァ
地
方
「
詣
で
」
を
行
い
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
個
々
の
芸
術
活
動
に
昇
華
さ
せ
た
。
ガ
ッ
レ
ン
Ⅱ
カ
ッ
レ
ラ
も
そ
の
一
人
で
あ
り
、
彼
は
一
連
の
『
カ
レ
ワ
ラ
」
絵
画
を
描
い
て
い
っ
た
。
そ
の
中
の
一
作
品
で
あ
る
《
サ
ン
ポ
の
防
衛
》
（
一
八
九
六
年
作
）
に
描
か
れ
た
波
の
表
現
は
歌
川
国
芳
の
浮
世
絵
か
ら
、
人
物
の
ポ
ー
ズ
は
長
谷
川
光
信
の
絵
本
か
ら
重
要
（
師
）
な
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
た
と
い
う
研
究
が
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
ガ
ッ
レ
ン
Ⅱ
ガ
ッ
レ
ラ
は
日
本
美
術
の
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
り
、
長
谷
川
光
信
の
絵
本
．
（
銘
）
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
も
保
有
し
て
い
た
。
こ
の
《
サ
ン
ポ
の
防
衛
》
を
含
め
た
彼
の
「
カ
レ
ワ
ラ
」
作
品
は
一
九
○
○
年
の
パ
リ
万
博
に
設
置
さ
れ
た
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
（
弱
）
館
」
の
壁
に
フ
レ
ス
コ
画
と
し
て
描
か
れ
た
。
同
万
博
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
と
っ
て
重
要
な
万
博
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
ロ
シ
ア
帝
国
統
治
下
の
「
大
公
国
」
で
あ
り
な
が
ら
も
独
自
の
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
53
本
稿
で
は
「
日
本
史
概
説
」
で
執
筆
し
た
二
本
の
コ
ラ
ム
を
も
と
に
、
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
そ
し
て
北
欧
の
接
点
を
指
摘
し
、
コ
ラ
ム
に
書
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
「
余
白
」
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
日
本
と
北
欧
の
歴
史
的
接
点
は
少
な
い
が
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
間
接
的
な
交
流
を
含
め
る
と
様
々
な
角
度
か
ら
語
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
今
回
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
前
に
ョ
１
ロ
ッ
パ
で
流
行
し
た
シ
ノ
ワ
ズ
リ
ー
と
の
関
係
に
注
目
す
る
こ
と
で
「
異
国
趣
味
」
か
ら
見
た
異
文
化
交
流
、
さ
ら
に
は
ョ
－
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
日
本
文
化
の
印
象
と
現
実
と
の
差
異
、
今
回
取
り
上
げ
た
絵
画
や
陶
磁
器
以
外
の
美
術
工
芸
品
に
見
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
影
響
、
美
術
工
芸
品
の
交
易
と
人
物
交
流
な
ど
様
々
な
交
流
を
「
学
び
」
の
事
例
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
の
考
察
を
通
じ
て
、
日
本
と
北
欧
の
接
点
が
重
層
的
に
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
二
○
三
二
年
に
高
校
で
「
歴
史
総
合
」
の
授
業
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
「
歴
史
総
合
」
は
、
端
的
に
言
え
ば
近
現
代
を
中
心
帆
一
ド
館
」
と
い
う
パ
ビ
リ
オ
ン
を
出
展
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
影
響
を
受
け
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
表
現
し
た
作
品
が
披
露
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
館
」
は
評
判
が
高
く
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
公
国
の
名
を
ヨ
ー
一
札
）
ロ
ッ
パ
に
知
ら
し
め
た
の
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
当
時
フ
ラ
ン
ス
で
は
ア
ー
ル
~
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
が
流
行
し
て
お
り
、
パ
リ
万
博
も
そ
の
影
響
が
展
示
美
術
作
品
に
多
く
見
ら
（
⑫
》
れ
た
と
い
う
。
新
た
な
美
術
の
流
行
で
あ
る
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
様
式
の
美
術
作
品
が
多
く
展
示
さ
れ
る
中
で
、
同
じ
く
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
様
式
の
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
館
」
に
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
影
響
を
受
け
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
な
美
術
作
品
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
び
と
を
魅
了
し
た
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
ﾗ4
皆川氏書評へのリプライ
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
筆
者
の
研
究
対
象
と
す
る
北
欧
史
は
高
校
の
世
界
史
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
し
て
二
○
二
二
年
か
ら
始
ま
る
「
歴
史
総
合
」
の
授
業
で
も
同
様
の
扱
い
を
受
け
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
考
古
・
日
本
史
学
コ
ー
ス
に
所
属
す
る
教
員
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
世
界
史
の
学
習
か
ら
抜
け
落
ち
て
い
た
北
欧
と
日
本
と
の
接
点
の
「
歴
史
」
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
学
生
に
新
た
な
視
座
を
提
供
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
特
に
今
年
度
か
ら
ゼ
ミ
を
受
け
持
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
日
本
史
を
学
ぶ
学
生
に
日
本
史
か
ら
世
界
と
の
つ
な
が
り
を
考
察
す
る
機
会
を
提
供
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。
本
稿
は
そ
の
試
み
の
一
つ
で
あ
う
（
》
○
に
「
日
本
史
」
と
「
世
界
史
」
を
統
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
歴
史
総
合
」
に
関
し
て
は
国
家
史
を
中
心
と
し
て
組
み
立
て
ら
れ
《
蝿
》
た
点
な
ど
が
専
門
家
か
ら
批
判
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
文
部
科
学
省
か
ら
出
さ
れ
た
「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
「
平
成
三
○
年
告
示
二
」
に
は
、
「
歴
史
総
合
」
の
目
標
と
し
て
「
近
現
代
の
歴
史
の
変
化
に
関
わ
る
諸
事
象
に
つ
い
て
、
世
界
と
そ
の
中
の
日
本
を
広
く
相
互
的
な
視
野
か
ら
捉
え
、
現
代
的
な
諸
課
題
の
形
成
に
関
わ
る
近
現
代
の
歴
史
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
諸
資
料
か
ら
一
４
一
斗
歴
史
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
調
べ
ま
と
め
る
技
能
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
。
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
要
領
か
ら
も
高
校
教
員
を
目
指
す
学
生
に
対
し
て
、
日
本
と
世
界
と
の
接
点
を
学
ぶ
機
会
を
設
け
る
こ
と
は
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
重
要
（
蝿
洋
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
主一
言
ロ
（
１
）
〃へ、
2
ー
勝
田
政
治
、
眞
保
商
版
、
二
○
三
○
年
）
古
谷
大
輔
「
研
究
一
「
研
究
フ
眞
保
昌
ォ
ー
ラ
ム
弘
、
仁
藤
智
子
、
秋
山
哲
雄
、
夏
目
琢
史
、
久
保
田
裕
次
、
石
野
裕
子
「
日
本
史
概
説
ｌ
知
る
．
出
会
う
．
考
え
る
」
（
北
樹
出
日
本
史
に
お
け
る
北
欧
史
研
究
の
課
題
ｌ
「
ミ
ッ
シ
ン
グ
・
リ
ン
ク
」
の
探
索
に
よ
る
思
考
回
復
へ
の
挑
戦
」
（
「
歴
55
（
ｕ
）
拙
著
「
物
語
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
歴
史
Ｉ
「
バ
ル
ト
海
の
乙
女
」
の
八
○
○
年
一
（
中
公
新
書
、
二
○
’
八
年
）
一
七
七
頁
。
Ｅ
）
『
大
黒
屋
光
太
夫
記
念
館
令
和
元
年
度
秋
季
企
画
展
光
太
夫
と
ふ
た
り
の
ラ
ク
ス
マ
ン
日
本
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
関
係
の
あ
け
ぼ
の
Ｉ
」
（
鈴
鹿
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
文
化
財
課
、
二
○
一
九
年
一
○
月
）
四
頁
。
（
Ⅲ
）
言
ｊ
）
（
（
５
）
（
ｑ
》
）
史
と
地
理
」
六
六
四
号
、
山
川
出
版
社
、
二
○
｜
三
年
五
月
）
五
八
’
五
九
頁
。
（
３
）
参
照
し
た
高
校
世
界
史
の
教
科
書
は
木
村
靖
二
、
岸
本
美
緒
、
小
松
久
男
編
「
詳
説
世
界
史
改
訂
版
』
（
山
川
出
版
社
、
二
○
’
八
年
）
、
三
浦
徹
他
著
「
新
選
世
界
史
Ｂ
』
（
東
京
書
籍
、
二
○
一
八
年
）
、
川
北
稔
他
著
「
新
詳
世
界
史
Ｂ
」
（
帝
国
書
院
、
二
○
一
八
年
）
で
あ
る
。
（
４
）
北
欧
史
を
大
学
で
教
え
る
際
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
二
○
一
八
年
二
月
二
日
に
歴
史
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
に
お
い
て
「
外
国
史
概
説
の
課
題
岬
第
一
次
世
界
大
戦
期
の
北
欧
史
」
と
題
し
て
発
表
し
た
。
（
５
）
前
掲
、
勝
田
政
治
他
『
日
本
史
概
説
ｌ
知
る
．
出
会
う
。
考
え
る
』
、
一
三
○
頁
。
（
６
）
「
第
十
回
特
別
展
漂
流
”
漂
着
も
の
が
た
り
ｌ
海
へ
往
く
者
海
か
ら
来
る
萱
（
鈴
鹿
市
・
大
黒
屋
光
太
夫
記
念
館
、
二
○
一
四
年
一
○
月
）
囚
生
田
美
智
子
「
漂
流
民
が
も
た
ら
し
た
日
露
対
話
ｌ
伝
兵
衛
か
ら
光
太
夫
ま
で
」
東
洋
文
庫
・
生
田
美
智
子
監
修
、
牧
野
元
紀
編
「
ロ
マ
ノ
フ
王
朝
時
代
の
日
露
交
流
』
（
勉
誠
出
版
、
二
○
二
○
年
）
六
二
頁
。
生
田
に
よ
る
と
、
ロ
シ
ア
に
渡
っ
た
日
本
人
の
物
語
は
一
六
九
五
年
に
大
阪
を
出
航
し
、
漂
流
民
と
な
っ
た
伝
兵
衛
か
ら
始
ま
る
こ
と
が
多
い
が
、
現
在
で
は
、
漂
流
民
が
ロ
シ
ア
に
現
れ
る
約
一
○
○
年
前
に
切
支
丹
の
日
本
人
ニ
コ
ラ
ス
が
ロ
シ
ア
に
滞
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
た
だ
こ
の
よ
う
な
宗
教
が
ら
み
の
ケ
ー
ス
は
単
発
的
で
、
ロ
マ
ノ
フ
王
朝
時
代
の
ロ
シ
ア
に
渡
る
日
本
人
は
、
ほ
と
ん
ど
が
漂
流
民
で
あ
っ
た
と
い
う
。
前
掲
、
木
村
靖
二
他
『
詳
説
世
界
史
改
訂
版
」
、
六
’
七
頁
。
な
お
、
大
黒
屋
光
太
夫
の
生
涯
に
関
し
て
は
、
木
崎
良
平
「
漂
流
民
と
ロ
シ
ア
ー
北
の
黒
船
に
揺
れ
た
幕
末
日
本
ｌ
」
（
中
公
新
書
、
一
九
九
一
年
）
、
山
下
恒
夫
「
大
黒
屋
光
太
夫
ｌ
帝
政
ロ
シ
ア
漂
流
の
物
語
ｌ
」
（
岩
波
新
書
、
二
○
○
四
年
）
、
生
田
美
智
子
「
大
黒
屋
光
太
夫
の
接
吻
岬
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
身
体
」
（
平
凡
社
選
書
、
一
九
九
七
年
を
参
照
し
た
。
ま
た
、
三
○
一
九
年
二
月
に
三
重
県
鈴
鹿
市
の
大
黒
屋
光
太
夫
記
念
館
を
訪
問
し
た
際
に
学
芸
員
の
代
田
美
里
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
ご
教
示
し
て
い
、
三
同
右
、
七
頁
。
同
右
、
七
頁
。
た
だ
い
た
頁
C
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へ
13
－一
へ
16
－
へ
15
－一
一ヘ
14
－
（
〃
）
前
掲
、
勝
田
政
治
他
「
日
本
史
概
説
ｌ
知
る
．
出
会
う
．
考
え
る
」
、
一
三
五
頁
。
（
肥
）
寺
本
敬
子
「
パ
リ
万
国
博
覧
会
と
ジ
ャ
ポ
’
一
ス
ム
の
誕
生
」
（
思
文
閣
出
版
、
二
○
一
七
年
）
・
（
岨
）
ジ
ャ
ポ
’
一
ズ
ム
学
会
に
よ
る
と
、
ジ
ャ
ポ
ネ
ズ
リ
ー
と
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
違
い
を
「
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
入
門
」
で
以
下
の
よ
う
に
定
義
す
る
。
三
ジ
ャ
ポ
ネ
ズ
リ
ー
」
と
は
、
明
ら
か
に
そ
れ
と
わ
か
る
日
本
的
な
主
題
や
モ
テ
ィ
ー
フ
を
、
そ
の
主
題
や
モ
テ
ィ
ー
フ
に
対
す
る
特
別
な
関
心
か
ら
作
品
に
利
用
し
た
場
合
、
そ
の
利
用
の
し
か
た
や
作
鈷
そ
の
も
の
を
暗
示
す
る
用
語
で
、
つ
ま
り
日
本
に
対
す
る
特
別
な
好
み
を
主
要
な
動
機
と
す
る
。
（
中
略
そ
れ
に
対
し
、
「
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
』
の
場
合
は
『
ジ
ャ
ポ
ネ
ズ
リ
ー
」
を
も
含
み
な
が
ら
、
さ
ら
に
広
く
、
造
形
原
理
、
構
造
様
式
、
価
値
観
を
も
視
野
に
入
れ
て
、
日
本
と
は
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
主
題
を
扱
っ
た
作
品
に
も
Ｕ
本
と
の
関
連
、
あ
る
い
は
日
本
の
影
響
を
跡
付
け
、
そ
の
意
味
を
探
る
こ
と
に
な
る
。
」
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
学
会
編
「
ジ
ャ
ポ
’
一
ス
ム
入
門
』
（
思
文
閣
出
版
、
二
○
○
○
年
）
五
’
六
頁
。
他
方
、
「
ジ
ャ
ポ
ネ
ズ
リ
ー
」
の
用
語
は
当
時
、
そ
の
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
宮
崎
克
己
「
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
ー
流
行
と
し
て
の
「
日
本
壜
（
講
談
社
現
代
新
書
、
二
○
’
八
年
）
二
二
頁
。
本
稿
で
は
両
者
の
区
別
を
厳
密
に
せ
ず
に
、
「
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
」
を
日
本
趣
味
の
流
行
と
い
う
意
味
で
使
用
す
る
（
鋤
）
小
林
利
延
「
「
オ
ラ
ヴ
ィ
．
Ｋ
~
フ
ェ
ル
ト
「
ラ
ク
ス
マ
ン
親
子
の
物
語
」
「
日
本
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
出
会
い
と
つ
な
が
り
’
一
○
○
年
に
わ
た
る
関
係
史
ｌ
」
（
大
学
教
育
出
版
、
二
○
一
九
年
）
一
頁
。
木
崎
に
よ
る
と
、
ラ
ク
ス
マ
ン
の
渡
来
と
光
太
夫
ら
の
帰
還
は
、
日
本
に
お
け
る
ロ
シ
ア
研
究
、
ひ
い
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
の
発
展
に
寄
与
し
た
と
い
う
。
前
掲
、
木
崎
良
平
「
漂
流
民
と
ロ
シ
ア
ー
北
の
黒
船
に
揺
れ
た
幕
末
日
本
ｌ
」
、
七
六
’
七
七
頁
。
ま
た
現
在
、
「
北
様
聞
略
」
は
校
訂
版
が
岩
波
文
庫
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。
亀
井
高
孝
校
訂
、
桂
川
甫
周
著
「
北
様
聞
略
」
（
岩
波
文
庫
、
一
九
九
○
年
）
・
大
黒
屋
光
太
夫
記
念
館
の
図
録
に
よ
る
と
、
ラ
ク
ス
マ
ン
が
日
本
滞
在
中
と
日
本
初
の
ロ
シ
ア
語
辞
書
が
作
成
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
ラ
ク
ス
マ
ン
が
持
ち
込
ん
だ
地
図
に
よ
っ
て
、
ｕ
本
は
最
新
の
枇
界
地
図
を
入
手
で
き
た
と
い
う
。
さ
ら
に
は
紅
茶
や
ス
ケ
ー
ト
、
ヤ
ギ
な
ど
ラ
ク
ス
マ
ン
が
日
本
に
持
ち
込
ん
だ
者
は
人
び
と
の
注
目
を
集
め
、
そ
の
場
に
立
ち
会
っ
た
人
物
に
よ
っ
て
描
か
れ
、
転
写
を
繰
り
返
し
て
全
国
へ
と
広
ま
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
「
北
の
黒
船
ラ
ク
ス
マ
ン
来
航
光
太
夫
帰
国
二
二
○
周
年
」
（
鈴
鹿
市
、
二
○
一
二
年
）
一
四
頁
。
前
掲
、
オ
ラ
ヴ
ィ
．
Ｋ
・
フ
ェ
ル
ト
「
ラ
ク
ス
マ
ン
親
子
の
物
語
」
『
日
本
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
出
会
い
と
つ
な
が
り
’
一
○
○
年
に
わ
た
る
関
係
元
ラ
ヴ
ィ
・
史
ｌ
」
、
三
’
四
頁
。
前
掲
、
勝
田
日
本
美
術
の
海
外
流
出
ｌ
ジ
ャ
ポ
’
一
ス
ム
の
種
子
は
ど
の
よ
う
に
蒔
か
れ
た
の
か
ｌ
」
前
掲
、
「
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
入
門
』
、
一
三
’
二
五
57
（
妬
）
前
掲
、
杉
山
菜
穂
子
「
「
北
欧
諸
国
に
お
け
る
ジ
ャ
パ
ノ
マ
ニ
ァ
一
八
七
五
’
一
九
一
八
言
§
曽
営
ミ
ミ
ミ
誉
三
員
肴
８
ミ
ミ
鴎
毘
爵
‐
尼
毘
）
」
展
に
関
し
て
」
、
四
七
頁
。
な
お
、
ガ
ッ
レ
ン
Ⅱ
カ
ッ
レ
ラ
は
ム
ン
ク
と
友
人
関
係
に
あ
り
、
ベ
ル
リ
ン
で
一
八
九
五
年
に
共
同
展
覧
会
を
開
催
し
た
仲
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
同
時
期
の
北
欧
の
画
家
の
つ
な
が
り
も
見
出
せ
る
。
た
だ
し
、
両
者
の
代
表
作
が
展
示
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
共
同
展
覧
会
は
不
成
功
に
終
わ
っ
た
と
い
う
。
前
掲
、
荒
屋
鋪
透
「
画
家
ガ
ッ
レ
ン
Ⅱ
カ
ッ
レ
ラ
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
美
術
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
ー
’
八
九
○
年
代
の
北
欧
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
、
’
九
’
一
二
頁
。
（
妬
）
９
９
の
弓
~
雪
爵
富
四
目
房
苛
冒
昌
の
日
の
患
ｇ
ｏ
日
自
目
冨
冒
雪
①
ｇ
①
愚
々
く
目
昏
扁
号
氏
俸
艀
弄
○
百
昼
８
．
ミ
も
~
鵠
．
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
と
日
本
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
藤
原
隆
男
「
明
治
前
期
日
本
の
技
術
伝
習
と
移
転
ｌ
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
の
研
究
Ｉ
」
（
丸
善
プ
ラ
ネ
ッ
ト
、
へ 一ヘヘ
25 2423
－ーｰ
（
副
）
雪
の
唇
の
侭
》
３
９
の
一
・
両
．
ン
ｇ
ｍ
ｌ
冨
貰
画
く
○
国
昏
冒
の
号
艮
か
四
目
ロ
の
静
弄
○
冨
凰
旨
冒
薑
こ
ぎ
昌
一
~
ミ
言
言
§
。
ｇ
ミ
ミ
島
民
副
‐
国
畠
皀
の
葛
由
ｇ
ｇ
ｇ
Ｑ
ｇ
己
号
貝
く
鳥
ご
己
く
興
望
ご
甲
①
胡
．
ｇ
屋
）
・
同
書
は
二
○
’
六
年
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ア
テ
ネ
ウ
ム
美
術
館
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
国
立
美
術
・
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
美
術
館
、
二
○
一
七
年
に
デ
ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
美
術
館
に
お
い
て
巡
回
展
に
あ
わ
せ
て
出
版
さ
れ
た
。
な
お
、
本
稿
で
は
北
欧
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
一
部
し
か
言
及
し
て
い
な
い
が
、
同
書
で
は
絵
画
や
陶
磁
器
だ
け
で
は
な
く
、
織
物
や
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
と
い
っ
た
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ジ
ャ
ポ
’
一
ス
ム
に
つ
い
て
の
論
考
や
北
欧
に
お
け
る
日
本
美
術
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
論
考
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
北
欧
に
お
け
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
に
つ
い
て
包
括
的
に
学
べ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
巡
回
展
報
告
が
日
本
語
で
書
か
れ
て
い
る
。
杉
山
菜
穂
子
弓
北
欧
諸
国
に
お
け
る
ジ
ャ
パ
ノ
マ
’
一
ァ
一
八
七
五
’
一
九
一
八
言
包
爲
ミ
ミ
ミ
曽
営
尋
、
皇
）
己
房
８
ミ
『
ミ
閣
毘
式
や
巳
畠
）
」
展
に
関
し
て
」
「
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
研
究
」
（
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
研
究
会
、
三
六
号
、
二
○
一
六
年
三
月
）
、
四
五
’
五
三
頁
。
（
翌
北
欧
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
に
関
す
る
日
本
語
論
文
は
、
荒
屋
鋪
透
「
画
家
ガ
ヅ
レ
ン
Ⅱ
カ
ッ
レ
ラ
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
美
術
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
一
八
九
○
年
代
の
北
欧
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
『
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
研
究
」
（
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
学
会
、
一
九
号
、
’
九
九
九
年
八
月
）
、
一
九
’
三
五
頁
、
荒
屋
鋪
透
「
北
欧
ｌ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
中
心
に
」
前
掲
「
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
入
凹
、
’
六
一
’
一
六
九
頁
、
人
見
伸
子
ヲ
イ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
二
つ
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
ー
ガ
ッ
レ
ン
Ⅱ
カ
ッ
レ
ラ
と
ア
ル
ヴ
ァ
・
ア
ア
ル
ト
ー
」
「
成
躁
大
学
文
学
部
紀
要
」
〈
成
践
大
学
文
学
部
部
会
、
二
○
二
○
年
三
月
）
六
九
’
八
二
頁
な
ど
が
あ
る
。
（
認
）
３
９
①
弓
．
君
の
ｇ
①
侭
ゞ
９
口
ロ
①
８
局
昌
昏
〕
ｇ
９
群
ｇ
①
早
目
の
目
２
８
重
言
乏
爵
蔚
晶
く
○
国
冒
口
ａ
ｏ
墨
陣
艀
房
○
百
昼
§
．
§
も
．
園
．
、
》
一
旦
頁
○
う8
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（
蝿
）
思夢
ミミ
さ 3
℃ロ
“ ［･
伸一 〈C
前
掲
、
杉
山
菜
穂
子
弓
北
欧
諸
国
に
お
け
る
ジ
ャ
パ
ノ
マ
ニ
ァ
一
八
七
五
一
九
一
八
言
冒
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
尋
⑮
之
ｓ
ｓ
ｅ
８
震
ミ
ミ
吻
毘
副
‐
固
閏
配
喜
展
に
関
し
て
」
、
四
六
頁
。
雪
国
め
す
の
吋
瞬
屡
弓
壷
①
］
四
口
○
三
の
日
①
勺
茸
①
ロ
○
日
の
邑
○
亘
雪
冒
忌
ミ
．
．
ロ
ロ
い
ぃ
’
四
弾
昌
數
包
・
．
。
．
い
④
．
憎
》
一
旦
前
掲
、
荒
屋
鋪
透
「
北
欧
Ｉ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
中
心
に
ｌ
」
、
エ
ハ
｜
頁
。
こ
の
指
摘
は
複
数
の
研
究
で
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
エ
ロ
目
‐
冨
閏
置
く
９
ｍ
ｇ
巴
○
風
・
《
句
８
日
里
且
①
ｇ
ｏ
国
閉
ｓ
ｇ
Ｑ
８
雪
旨
閏
月
閉
○
す
四
国
四
日
、
号
①
○
○
口
の
①
冒
旦
ｚ
四
日
３
葛
．
言
ご
く
①
届
ず
①
Ｈ
い
く
ｏ
ｐ
ｍ
ｏ
口
切
・
●
稀
顛
陣
の
①
房
○
六
四
ユ
．
○
℃
も
具
．
己
ｐ
い
い
、
ｌ
い
い
○
一
三
①
宙
す
①
【
四
倉
○
○
口
口
①
ｇ
日
、
言
一
号
］
四
℃
四
頁
吾
の
弓
吋
座
邑
の
日
万
わ
ぢ
貝
冒
愚
員
．
．
ロ
ロ
ヨ
い
Ｉ
『
酌
尋
ミ
：
口
誤
北
欧
に
お
け
る
日
本
美
術
の
展
示
に
関
し
て
は
三
匙
閏
函
巴
ｇ
ゞ
農
弓
庸
甸
胃
望
９
房
目
目
の
○
ご
眉
目
限
の
ン
耳
冒
ｚ
ｏ
ａ
房
の
呂
貝
ご
隅
、
冒
忌
ミ
：
層
哉
‐
震
お
よ
び
序
旨
【
白
く
巨
月
Ｐ
＆
犀
○
ｓ
両
目
唇
８
国
己
ｇ
ｇ
Ｑ
Ｃ
昌
眉
９
房
８
９
の
：
旨
忌
ミ
：
９
．
閉
‐
皀
を
参
照
。
序
旨
穴
ｇ
く
匡
吊
戸
農
盲
團
弓
駕
雪
８
号
匡
誘
冒
司
言
昌
筈
向
曽
旨
９
房
四
目
の
呈
円
号
易
ゞ
冒
琴
昼
・
々
９
．
畠
平
屋
印
の
号
１
座
飼
三
の
房
冨
侭
．
６
８
月
ｇ
旨
い
乏
屋
こ
眉
目
葛
胃
胃
目
閏
昌
出
目
ゞ
旨
思
ミ
・
も
ロ
霞
‐
３
．
二
○
一
六
年
）
聖
同
右
、
一
九
頁
。
を
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
館
で
描
か
れ
た
同
じ
「
カ
レ
ワ
ラ
』
を
テ
ー
マ
と
し
た
フ
レ
ス
コ
画
が
一
九
二
八
年
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
立
博
物
館
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
丸
天
井
に
描
か
れ
、
現
在
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
様
の
指
摘
が
前
掲
、
人
見
伸
子
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
二
つ
の
ジ
ャ
ポ
’
一
ス
ム
ー
ガ
ッ
レ
ン
Ⅱ
カ
ッ
レ
ラ
と
ア
ル
ヴ
ァ
・
ア
ア
ル
ト
」
、
七
三
頁
に
な
さ
れ
て
い
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
館
に
つ
い
て
の
日
本
語
論
文
は
本
橋
弥
生
．
九
○
○
年
パ
リ
万
博
に
お
け
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
館
に
つ
い
て
の
一
考
察
ｌ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
創
造
」
一
鹿
島
美
術
財
団
年
報
」
二
二
号
（
鹿
島
美
術
財
団
、
二
○
○
岡
年
）
、
二
○
三
’
二
一
三
頁
が
あ
る
。
吉
田
典
子
．
九
○
○
年
パ
リ
万
国
博
覧
会
ｌ
政
治
・
文
化
・
表
象
ｌ
」
「
国
際
文
化
学
」
（
神
戸
大
学
国
際
文
化
学
会
、
第
三
号
、
二
○
○
○
年
三
参
照
59
一
蝿
）
例
え
ば
、
岩
井
淳
「
世
界
史
の
視
点
か
ら
考
え
る
「
歴
史
総
合
」
ｌ
『
日
本
史
」
「
世
界
史
」
の
統
合
と
国
家
史
の
相
対
化
」
「
学
術
の
動
向
」
一
両
巻
二
号
（
日
本
学
術
協
力
財
団
、
二
○
一
九
年
）
、
五
○
’
五
二
頁
。
な
お
、
北
欧
史
の
分
野
で
は
「
バ
ル
ト
・
ス
カ
ン
デ
ィ
ア
」
と
い
う
概
念
が
長
ら
く
提
唱
さ
れ
、
一
国
史
で
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
北
欧
地
域
の
歴
史
を
包
括
的
に
考
察
し
よ
う
と
い
う
試
み
が
な
さ
れ
て
き
た
。
前
掲
、
古
谷
大
輔
「
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
日
本
史
に
お
け
る
北
欧
史
研
究
の
課
題
Ｉ
「
ミ
ッ
シ
ン
グ
・
リ
ン
ク
」
の
探
索
に
よ
る
思
考
回
復
へ
の
挑
戦
」
、
六
二
頁
。
筆
者
が
所
属
す
る
「
バ
ル
ト
Ⅱ
ス
ヵ
ン
ジ
ナ
ヴ
ィ
ァ
研
究
会
」
は
そ
の
よ
う
な
趣
旨
で
運
営
さ
れ
て
い
る
研
究
会
で
あ
る
。
（
“
）
『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
「
平
成
三
○
年
告
示
」
）
』
（
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
》
ン
皿
言
ｓ
め
ミ
ミ
ミ
ミ
目
①
×
侭
９
頁
８
貝
の
貝
こ
い
霞
急
｝
ｌ
Ｐ
』
ｌ
菩
昌
最
終
閲
覧
Ⅱ
二
○
二
○
年
一
○
月
二
八
且
、
五
六
頁
。
届
）
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
を
「
歴
史
総
合
」
に
生
か
そ
う
と
す
る
提
案
は
す
で
に
東
田
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
東
田
雅
博
「
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
と
近
代
の
日
本
」
（
山
川
出
版
社
、
二
○
一
七
年
）
、
九
一
’
一
○
○
頁
。
月
）
、
一
六
’
一
九
頁
。
宮
崎
狸
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
と
い
う
一
え
に
く
く
な
っ
て
い
た
」
と
い
ス
ム
入
門
』
、
六
三
’
六
四
頁
。
宮
崎
は
、
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
と
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
宮
崎
に
よ
る
と
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
は
い
う
「
新
様
式
誕
生
の
た
め
の
最
後
の
、
決
定
的
な
要
因
だ
っ
た
が
、
そ
れ
も
や
が
て
こ
れ
に
溶
け
込
ん
で
表
面
的
に
は
見
う
。
宮
崎
克
己
ヲ
ラ
ン
ス
・
’
八
九
○
年
代
以
降
ｌ
装
飾
の
時
代
」
前
掲
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
学
会
編
「
ジ
ャ
ポ
’
一
60
